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１ 主題設定の理由 

  近年、子ども達が利用している通信機器は、

スマートフォン、タブレットやパソコンはもとよ

りゲーム機にまで通信機能が付加されており、全

国的に見てもその普及率は年々高くなっている。

県教委が昨年度行った調査結果によると、中学生

の４割が１日２時間以上スマホなどの通信機器を

使用しているとの新聞記事で見つけた。 

  また、「スマホ脳」（アンデシュ・ハンセン著）

の表紙には、「スティーブ・ジョブズはわが子にな

ぜｉＰａｄを触らせなかったのか？」と記されて

いる。スマホから発せられるブルーライトの体へ

の影響として、「寝不足」ばかりでなく、「肌荒れ」

や「学習効果の低下」等も医療関係者の研究で明

らかになっている。 

 さらに、ＳＮＳを介して見知らぬ人と繋がる危

険性もあり、実際問題として未成年者が性被害に

遭う事例も報告されている。このような現状を踏

まえ、西臼杵郡では、通信機器を利用する際の親

子で契約を交わした上で利用する取組を郡ＰＴＡ

として取り組もうとしている。そこで、教頭とし

て、どのように関われば良いかを研究することに

した。 

２ 研究のねらい 

 西臼杵地区の中学生の「スマートフォンの利用

状況を踏まえ、「望ましい携帯電話やスマートフォ

ンの使い方や使う上での約束」について、生徒や

保護者に理解と協力を求めるために教頭としてど

のように関われば良いかを研究する。 

３ 研究の概要と成果 

(1) 研究内容 

① 西臼杵地区における中学生の実態調査 

② 生徒・保護者への説明の在り方 

(2) 研究の実際 

①  西臼杵地区における中学生の実態 

今年度行われた「携帯電話・スマートフォンなど

についてのアンケート」を各中学校で集約し、そ

の結果の分析を行った。 

(2) 研究の実際 

①  西臼杵地区における中学生の実態 

今年度行われた「携帯電話・スマートフォン

などについてのアンケート」を集約した結果が

下表である。 

研究課題「子どもの発達に関する取組」 

研究主題「ＳＮＳを介するトラブルへの対応について」 

～ 親子でチェレンジ ノーメディアデイ ～  

                   西臼杵支会 高千穂町立上野中学校 井ノ久保 貴雄 



このような結果を受け、教頭としてどのように関

わっていくべきか検討したところ、昨年度五ヶ瀬

町が町をあげて取り組んだ「情報・通信機器利用

の親子契約書の手引き」を参考として、先ずは保

護者にスマートフォンや携帯電話の長時間利用が

どのような悪影響を及ぼすのかを西臼杵郡内の中

学校で開催される家庭教育学級の講演で保護者に

周知していくことにした。 

 以下に示すのは、家庭教育学級で提示された資

料である。 

               睡眠不足が学力

低下に大きく影

響していること

が分かった。 

               しっかり睡眠を

確保している程

好成績を残して

いる。 

自分の将来を考え、 

しっかり学力を身に 

つけるための一番の 

近道として、睡眠を 

はじめとする生活の 

リズムを確立するこ 

とが大切であると述べられた。 

               次に、理想的な生

活のリズムが紹

介され、メディア 

              を扱う時間の制限

の必要性について 

               も説明された。 

 

睡眠不足が続くと気 

分をコントロールす 

る物質｢セロトニン｣ 

が不足し、右のよう 

な症状が現れるそう 

です。 

               効果的に学習内

容を定着させる

ためには、昼と

夜のメリハリを

つけた生活を過

ごすことが重要 

であることが説明され、それを妨げている通信 

機器の取り扱いについて、次のような熱いメッ 

セージが保護者に送られました。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 この講演を視聴した保護者の感想には、「もう少

し早くこの話を聞いておけば良かった」とか「早

速家に帰って親子で我が家のルールづくりのため

の話し合いをします」などが寄せられ、参加され

た保護者の意識の啓発は出来たが、参加できなか

った保護者の意識啓発を図るために、ＰＴＡ会長

に協力してもらい、西臼杵郡ＰＴＡとして、この

「親子でチャレンジ、ノーメディアデー！」や「通

信機、持たせるからには、契約を」という「情報・

通信機器利用の親子契約書」の手引きの導入・活

用を図っていくことにした。 

４ 最後に 

 県警察本部からも長期休業を前に、「インターネ

ットやＳＮＳに注意」として、それらを介して犯

罪の被害や加害を防ぐよう呼びかけており、同時

にフィルタリングの必要性も訴えている。今後、

参観日の懇談等も活用しながら、少しでもトラブ

ルに巻き込まれる事案が発生しないように継続し

て取り組んでいきたい。 


